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胎盤が突然はがれる
病気があるってホント?

PA R T 10

常位胎盤
早期剥離
①

いつでも誰にでも起こりえる、
母児の命に関わる病気です

● 妊娠中、赤ちゃんの成長にかかせない酸素や栄養は、お母さんの体から胎盤
を通してやりとりされています。この胎盤は、通常赤ちゃんが胎外に取り出され
た後に子宮の壁からはがれ落ちるものですが、出産が完了する前に何の前ぶれ
もなく、突然はがれてしまうことがあります。これは「常位胎盤早期剥離」とい
う病気で、100 ～ 200 分娩に1例程度という頻度で起こり、死産となるよう
な重症例は 500 ～750 分娩に1例程度といわれています。妊娠 32 週以降
に起こることが多いといわれていますが、いつでも起こり得る可能性があります。

● 胎盤が子宮壁からはがれてしまうと、赤ちゃんにとっては酸素や栄養の供給路
が絶たれてしまうことで危険な状態にさらされてしまいます。この病気になった
場合、25 ～ 30%は赤ちゃんの死亡に終わるとされていて、全周産期死亡（死
産と早期新生児死亡）から見ても約 20%をこの病気が占めています。また、
母体にとっても大量出血や止血異常など、高いリスクがあります。妊産婦死亡
の主要な原因のひとつでもあり、母児両者の命に関わる重大な病気といえます。

● 原因ははっきりしていませんが、母体の高血圧、妊娠高血圧症候群、前期破水、
喫煙などが関連するという説があります。また、この病気の既往があると、次
回妊娠での再発率が高いといわれています。
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● 症状としては、性器出血や子宮の圧痛・腹痛、頻回な子宮収縮などがあります。
はがれた胎盤からの出血は、量が多い場合も少ないこともあります。腹痛は痛
みと無痛が規則的に訪れる陣痛や前駆陣痛と違い、痛みが持続することが特
徴です。ただしこれらの症状がすべて出ることもあれば、ないこともあります。

● 腹痛がずっと続くようなときは、すぐに病院へ連絡します。分娩監視装置で胎
児心拍のモニタリングをし、子宮収縮が頻回になっていないか、胎盤機能不全
が起こっているかどうかなどをチェックします。この病気は、確定診断がとても
難しいので、病気を疑い、細心の注意をはらって観察することになります。

● 一度はがれかけてしまった胎盤が再び元の状態に戻ることはないので、治療は
赤ちゃんを胎外に取り出し、妊娠をできるだけ早く終わらせることです。症状が
明らかで病気が強く疑われるようなら、帝王切開で赤ちゃんを取り出します。病
状によっては一刻を争うような事態が訪れることもあります。はがれ方が軽度、
かつ、赤ちゃんの心拍が正常で、短時間の分娩終了が予測できる場合には、
手術の準備を並行して行いながら、分娩の経過を見守ることもあります。

● 母体においては、子宮内に大量出血をすることで、止血する成分が失われ、出
血が止まらなくなる「DIC」という状態や、ショック症状が起こりえます。その場
合は輸血などが必要で、帝王切開術も、通常よりずっとリスクが高くなります。

● 赤ちゃんと胎盤を無事に娩出した後も、弛
し
緩
かん
出血（→「弛緩出血」参照）が

起こりやすくなっています。命を守るために子宮自体を摘出する場合もあります。

● 万一この病気になっても素早い対応でリスクを減らすことは可能です。妊娠中
期を過ぎたら、左の 3 つのチェック事項を頭に入れ、自己管理に努めましょう。
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胎盤がはがれて
しまったらどうなるの ?
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常位胎盤
早期剥離
②

一刻も早く緊急帝王切開へ。
でも通常よりずっとハイリスク !
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